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２０１３年度 ＫＥＥＰ ＲＥＶＩＥＷ 

 

２０１３年度の公益財団法人キープ協会は、KEEP for the Future 2013（キープ新５か年中長期計

画）の第１年目としてのスタートを切り、年度計画に基づき事業を展開した。また、昨年３月に逝去

された金井前会長のあとを受けて、１月に糸魚川新会長をお迎えすることができた。 

特に、清泉寮開設７５周年記念事業としてのカンティフェアやシンポジウム等の開催を行ったほか、

キープ環境教育３０周年記念事業も清里と東京で開催することが出来た。そのほか公益財団法人

として満２年を迎えたキープ協会の２０１３年度の REVIEW は以下の通りである。 

 

１．トントンの採算性を目指して 

最終的には減価償却費込みでトントンを目指してＺ旗を上げているが、キープの現状と実力・努力はそこまで

に至っていない。数字的には過去３年ほとんど同じ赤字額であるが、内容的には変化があり、2014 年度予算

達成の工夫材料とする。その大きなポイントは、清泉寮の年間稼働率を限りなく 100％に近づけることである。 

 

２．KEEP for the Future の完成と職員研修 

「KEEP for the Future 2013」検討委員会によりまとめあげられた中長期計画のブレイクダウン作業を行い、年

度ごとの具体的な計画・目標を設定した。また冬季・閑散期を利用して、①ビジネスマナー研修 ②労務管理

研修 ③英語集中講座 ④財務研修 ⑤聖書カフェ ⑥異業種交流によるイベント支援研修（七賢酒造・山梨

銘醸）と発酵マルシェの開催、などの職員研修を実施した。その効果が日常業務に生かされることを期待す

るとともに、継続的に研修を実施していく。 

 

３．清泉寮本館の今後の方針確定 

清泉寮本館の耐震工事を実施し将来に備えたほか、本館およびアンデレ客室は２０１６年度をもって宿泊用

途の使用を終了し、ポール・ラッシュ博士の理念に基づき建てられた歴史的建造物として新たな活用方法を

探ることにしているが、清泉寮別館の建て替え問題を含めて、その原資をどうするか課題が残っている。 

 

４．FD活動と Friends of KEEP 会員獲得活動 

キープ協会のサポーター組織である FOK をスタートし、２０１３年度の目標を２３００万円に設定し活動を行っ

たが、目標が過大であったため、実績は４００万円にとどまった。財政的サポーターの獲得増強に向けて活動

をすすめたい。。 

 

５．清里聖ヨハネ保育園・新園舎建設のための募金活動 

２０１４年度末の完成を目指して計画進行中の「清里聖ヨハネ保育園・新園舎建設事業」を遂行するための募

金活動として、目標を３０００万円に設定し、地元の卒園生・保護者を中心にした募金委員の会を立ち上げ、

本格的な募金活動をスタートした。 

 

６．地域社会とのつながり 

 ポール・ラッシュ祭だけが地域との繋がりでなく、日常的にもっと地域発展の役割の一端を担うキープとして、

地元活性化に努力を払っていく。 

 

公益財団法人キープ協会 

理事長 茅野 徹郎 

 



 

 

公益Ⅰ. 環境教育事業 

 

 環境教育事業 30周年の年度として、清里と東京での記念の集いを柱に大小様々な

30の関連企画を実施した。また、清里と那須を拠点に「教育」と「研究」を両輪と

した環境教育事業を展開した。 

 

１．やまねミュージアム 

 

（1）やまねミュージアムの役割 

 26 年目を迎えたヤマネの総合的な研究のさらなる推進、ヤマネ保護と森林生

物多様性保全の提案、研究成果を活かした環境教育・環境保全策の普及 

(2)2013 年度の重点目標 

 ヤマネ研究成果の総括・発信と展示への活用ならびに社会貢献への応用 

(3)2013 年度の事業実績 

①研究成果を活かした環境教育プログラムの研究開発と実践 

②ヤマネ保護と環境保全の提案に向けた研究の推進  

③総合的なヤマネ研究の推進（宇宙滞在への応用も見据える） 

④調査受託   

⑤「やまねミュージアム」の管理運営  

⑥樹上性動物保護の具体策「アニマルパスウェイ(AP)」」の普及（AP研究会構成

員として）→「2013 年 日経地球環境技術賞」優秀賞受賞、シンポジウムの共催、

論文作成（共著） 

(4)開館日数、入館者等の実績 

表１：2013年度やまねミュージアム開館日数・入館者数等の実績 

 2013 年度 2012 年度 増減／昨年比 

年間開館日数 280 293 △13（※雪による臨時休館） 

入館者数 19,714 19,003 ＋711／103.7％ 

１日平均入館者数 70.4 64.8 ＋5.6／108.6％ 

利用団体数 67 59 ＋8／113.5％ 

団体利用者数 3,644 3,160 ＋484／115.3％ 

 



 

 

２．フォレスターズ・スクール 

 

(1)キープ・フォレスターズ・スクールの役割 

環境教育プログラムの提供（主催事業・受託事業）、 

環境教育プログラムの研究・開発、 

環境教育ネットワークの支援、「インタープリター」の役割の普及 

(2)2013 年度の重点目標 

環境教育事業 30周年記念イヤーとして総合的な環境教育を推進 

(3)主催事業 

「実験」「協働」「プログラム開発」という位置づけの下、以下のプログラムを実

施した。（表２参照） 

(4)受託事業 

 学校・企業・省庁・自治体などから受託事業を受入れた。（表３参照） 

表３：2013年度受託事業の実績 

区分 対象 主な利用団体 

清里での 

プログラム 

学校関係 立教池袋中学校、聖心女子学院初等科、各種公立学校、青山学院短期大学、 

立教大学・大学院、明星大学、ハリウッド美容専門学校、高崎看護専門学校 

行政関係 林野庁、北杜市 

一般 日本環境教育フォーラム、ＮＥＣ、グリーン北杜、神社本庁、 

聖路加国際病院 

出張 

プログラム  

行政関係 栃木県、環境省、林野庁、富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合、 

青少年教育振興機構、北杜市、青年海外協力協会、神奈川県青少年センター 

一般 中部電力、サントリーグループ、電源開発、ＪＸ日鉱日石エネルギー、 

伊豆半島ジオパーク 

合計 269 事業 

(5)指導教育 

 職員や新職員のスキルアップのための研修を行った。また、事業部として４人

の実習生を迎え、関係団体から１名の研修生を受入れた。さらに、複数の大学か

らインターン生を受け入れた。 

 

表２：2013年主催事業の実績 

 2013 年度 2012 年度 

 回数 参加者数 回数 参加者数 

宿泊型環境教育プログラム 17 417 19 413 

日帰り型環境教育プログラム 18 488 19 269 

立ち寄り型環境教育プログラム 12 631 ― ― 



 

 

３．～八ヶ岳環境と文化のむら～山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター 

（指定管理事業） 

 

(1)山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンターの役割 

 自然環境に関する情報と学習の機会を提供することを通して、山梨県の良好な

環境の保全と継承に貢献します。 

(2)2013 年度のテーマ＝自然と未来 

(3)2013 年度の事業実績 

 施設展示、プログラム開発、自主企画事業の実施、自然資料収集のための調査 

 教材開発、地域の拠点施設としての活動、周辺の文化施設、 

 地域にあるネットワークとの連携、 

 自然ふれあい施設としてのハードの整備・施設維持管理 

(4)開館日数、入館者等の実績 

表４：2013年度八ヶ岳自然ふれあいセンター開館日数・入館者数等の実績 

 2013 年度 2012 年度 増減／昨年比 

年間開館日 320 322 △２ 

入館者数 87,230 92,433 △5,203／94.3％ 

開館（1994.11）以来の 

総入館者数 

1,681,281 1,594,051  

１日平均入館者数 272 287 ＋15／94.7％ 

利用団体数 293 297 △４／98.6％ 

団体利用者数 19,761 18,049 ＋1,512／109.4％ 

プログラム回数・参加者数 293／10,643 277／5,054 ＋51／＋5,589 

 

 

４．環境省 日光国立公園 

 

(1)事業実績 

 ①全体 

  2014～2016 年度業務請負に関する入札参加に向けての業務 

 ②那須平成の森 

フィールドセンター運営、プログラム開発と実施、環境教育指導者養成事業の

実施、屋内外の展示制作、公園の環境管理、｢那須平成の森基金｣の事務局運営 

 ③那須高原ビジターセンター 

ビジターセンター運営 那須甲子地域との連携事業 

 



 

 

(2)開館日数、入館者等の実績 

表５：2013年度那須平成の森・那須高原ビジターセンターの実績 

 2013 年度 2012 年度 増減 

●那須平成の森 

年間開館日 345 348 △3 

入館者数 80,268 99,426 △19,158 

（内、立寄り団体利用者数） 17,098 24,569 △7,471 

公募ガイド参加者数 1,841（281 回） 2,333（355 回） △492（△74） 

公募ガイド特別編参加者数 122（19 回） 138（21 回） △16（△2） 

無料ミニプログラム参加者数 5,795（898 回） 5,795（927 回） 増減なし（△29） 

受託団体プログラム参加者数 2,272（58 団体） 2,746（91 団体） △474（△33） 

●那須高原ビジターセンター 

年間開館日 347 348 △1 

入館者数 25,978 35,971 △9,993 

（内、立寄り団体利用者数） 12,856 12,127 ＋729 

 

 

５．環境研究所 

 

 環境教育事業部の柱の 1つとして、事業部横断的に活動を行った。 

(1)環境保全研究 

 主にやまねミュージアムが担った（詳細は１参照）。 

(2)環境教育研究 

 環境教育実践の整理・研究・発表、キープ協会全体の教育活動の整理・研究 

 指導教育に関する研究 

 

 

６．地域との環境教育事業 

 

(1)地域との環境教育事業 

 地域の教育機関・福祉機関への協力、地域住民に対する環境教育、 

 構成員としての関わり、北杜市内各種ネットワークへの参画 

 

 



 

 

公益Ⅱ．酪農事業（キープ農場） 

 

 

1. 牛乳生産（有機 JAS 認定） 

年間平均135頭のジャージー乳牛の飼育管理を主とした酪農業務に専念した。

そのうち 57 頭の搾乳を行い、総生産量 190,686kg の牛乳を生産した。その殆ど

（185,540kg）は群馬県前橋市にあるタカハシ乳業に出荷され、低温殺菌による

製品化を経て、KEEP 有機 JAS ジャージー牛乳として主に首都圏及び消費者団

体に出荷、高品質・安心・安全のジャージー牛乳として高く評価され販路も安

定してきた。また草地管理面積約 72ha（採草地 45ha、放牧地 25ha その他 2ha）

で飼料用牧草を栽培し、乾草、サイレージ用とした。飼料の安心安全・衛生面

を改善し、有機 JAS 認定牛乳の生産維持に努力した。 

2. 山梨県等との協力 

山梨県の酪農経営安定の為、山梨県畜産課、酪農試験場、西部家畜保健衛生

所、山梨県改良協会、家畜共済、乳量検定組合等に乳牛飼育者の立場で協力し

た。 

3. 酪農体験・実習生受け入れ・害獣調査 

教育農場としての役割を果たすべく、一般の酪農体験のプログラムを提供す

るとともに、日本大学生物資源科学部（26 名）、麻布大学（7 名）、宇都宮大学

（1 名）、長野県立農業大学校（1 名）の学生による牧場実習体験を受け入れた。

また大型連休・夏休み等の来場者が多い時期に、野外搾乳体験・ヘイライドな

どを実施した。 

また、筑波大学による近年増加傾向にある鹿の頭数及び獣害（食害等）につ

いての調査に協力し、実態の把握に努めた。 

4.  酪農環境負荷軽減支援事業 

山梨県酪農環境負荷軽減支援事業推進協議会に参加し、酪農環境負荷軽減支

援事業を実施した。 

 



 

 

5. 飼育頭数及び乳量 

 

飼育頭数 2012 年度 2013 年度 増減 

成牛 71 69 △2 

育成牛 32 35 3 

哺乳牛 27 31 4 

合計 130 135 5 

内 搾乳頭数 68 57 △11 

総生産乳量 211,850kg 190,686kg △21,164kg 

 

6. 酪農体験プログラム利用者数 

 

 

2012 年度 

   7,755 人 

2013 年度 

   7,845 人 

前年対比 

+1.2% 



 

 

公益Ⅲ．研修交流事業 

 

 

研修交流事業部は、公益部門として清泉寮・自然学校・ポール・ラッシュ記念セ

ンター（本年 4 月よりポール・ラッシュ記念館と改名）の運営を行った。 

 

１．清泉寮および食育部 

清泉寮は、引き続き他施設との差別化及び公益法人施設としての特徴を出し

ながら健全経営を目指した。 

(1)体験型プログラムを充実させた。前年比で実施回数 42％増加、参加人数 32％

増加した。 

(2)ホームページの充実、予約システムの変更等を行った。より清泉寮を知って

いただくため、わかりやすく、予約しやすい表示にした。今後、来年度をめ

どに新たなホームページに移行し、スマートフォン等にも対応したものにし

てゆく予定である。 

(3)各種案内を充実させた。まだ十分ではないが、今後も英語表記やわかりやす

い案内への改善を進めていきたい。 

(4)食育の考えのもと、地元農家との連携、仕入れ業者との密なコンタクトなど

で、食材へのこだわり・手作りの徹底等、公益施設としての使命とお客様へ

の満足度を上げる努力を行った。 

(5)福島の家族を呼び寄せるプログラムに引き続き参加するなど、公益宿泊施設

としての役割を果たしてきた。 

 

２．自然学校 

自然学校は「もりのようちえん」に代表される自主プログラムが非常に好評

で、自然学校独自のサービスや食育等のこだわりにより学校団体や研修団体を

多く獲得でき、利用客増につながった。 

(1)清泉寮同様食育に力を入れ、清泉寮とは違った切り口で食育を推進、スポー

ツ栄養学を取り入れた食事の提供等を行った。 

(2)保育園とのつながりから、幼児教育に関する関わりも増やした。 

(3)薬物依存症者民間回復施設「山梨ダルク」との協働作業、福島在住の子供た

ちのキャンプ、病気をもった子供たちの宿泊プログラムなど、公益に沿った

各種活動も積極的に実施した。 

 

 



 

 

３．ポール・ラッシュ記念館 

ポール・ラッシュ記念館は、より多くの方に施設を知っていただくことと、

資料の整理を中心に活動した。 

(1)上半期は、”Vision”というテーマで、ポール・ラッシュ博士が清里で行った

事業を紹介し、彼が何を目指していたかを紐解いた。下期は、同じ北杜市に

居を構え、この地を愛しているポール・スミザー氏の企画展を実施した。 

(2)県立博物館の協力を得て、博物館の資料保存、施設等に関するアドバイスを

いただき、それに基づき本来の博物館施設とすべく、計画実施を継続中であ

る。 

(3)日本アメリカンフットボールの殿堂の活性化、展示の入れ替え、ブログの開

始、マスコミへの情報提供などで、取材数も増え、施設を知っていただく機

会が増加した。 

(4)懸案であった資料の整理をスタートさせ、館所蔵資料のデータベース化の準

備、清泉寮所蔵の美術品（渡辺禎雄氏の宗教画、ネイティブアメリカンアー

ト等）の一時撤収、検査、修復作業の準備など行った。 

 



 

 

公益Ⅳ．国際地域事業（国際地域部、FD、ランドスケープ・プロジェクト） 
 

■国際地域部 

 

1. 国際交流・協力事業 

(1) 国際姉妹地域交流事業 

北杜市国際交流委員会に協力してケンタッキー州マディソン郡と次の交流

事業を実施した。 

① 5月 13日～22日 3回の学習会を経て北杜市代表団親善訪問事業に職員

随行 

② 10 月 15 日～22 日 マディソン郡代表団受入れ 

(2) 北杜市中学生海外交流事業 

北杜市教育委員会からの委託により、北杜市の中学生 18 名のカナダ・アル

バータ州クロウズネストパス訪問事業について、企画コーディネート業務を

担当した。 

① 事前セミナーの企画・実施 5 回 

② 現地訪問 8 月 9 日～8 月 16 日 

(3) 聖公会三教区青年交流プロジェクト 

日本聖公会横浜教区、フィリピン聖公会北フィリピン教区、米国聖公会ナバ

ホランド・ミッションの青年信徒による交流プロジェクトに協力した。 

① 海外教区との連絡調整、フィリピン参加者の査証申請等 

② フィリピン聖公会北フィリピン教区参加者の来日旅費 

③ キープ清里キャンプ場でのオリエンテーション・プログラム 8 月 17 日 

 ～8 月 20 日 

④ 東北プログラム同行 8 月 21 日～8 月 25 日青葉静修館での生活支援等 

⑤ 横浜・広島・京都プログラム同行 8 月 26 日～8 月 30 日 

(4) ピースフィールドジャパン絆プロジェクト 

イスラエル、日本、パレスチナの青少年の対話と交流による平和のための活

動で、キープ清里キャンプ場、清里聖ヨハネ保育園、ポール・ラッシュ記念

館等でのオリエンテーション・プログラムに協力した。8 月 13 日～8 月 15

日 

(5) フィリピン農山村援助交流事業 

 ポール・ラッシュの会とキープ日本後援会の協力により、青少年指導者

養成プログラム(奨学金)を継続した。 

 スマデル灌漑トンネル建設プロジェクトの助成金等獲得については事業

計画の調査段階にとどまり実現には至らなかった。当プロジェクトによ



 

 

る農産物の増産に伴う有機農産物の市場開拓を視野に入れ、バギオなら

びにマニラでのオーガニック市場を調査するとともに、日本と世界のオ

ーガニック市場の進展状況を学ぶため、NPOオーガニック協会主催の「オ

ーガニック起業家養成講座」を受講した。 

 緑の募金公募事業(国土緑化推進機構)による森林再生プロジェクト 

フィリピン山岳地帯での植林及びアグロフォレストリーの普及を図るこ

とを目的に、現地の環境 NGO(Cordillera Green Network)との協働によ

り次の事業を実施した。 

・2012 年 7 月～2013 年 6 月 ベンゲット州ブギアスでの水源共有林の再

生及び保護事業 

・2013 年 7 月～ ベンゲット州トゥバにおける森林再生と持続可能な森

林保全文化の形成 

(6) キープアメリカ後援会 

ACK との協働により、夏季ボランティアの受入れ(1 名)、BEREA COLLEGE

のインターンシップ計画、米国聖公会の青年信徒ボランティア(YASC)受入れ、

米国聖公会ナバホランド・ミッションを訪問した他、ポール・ラッシュ祭～

八ヶ岳カンティフェア～のポール・ラッシュ博士来清 75 周年記念事業・フ

ォスターミュージカルの招聘について協力を得た。 

(7) 研修生等受入 

① Jacobi Alvares さん ACK の紹介 8 月 10 日～ 

② フランス リール大学夏季実習 2 名 7 月 3 日～8 月 25 日 

③ フィリピン聖公会北フィリピン教区青年信徒 6 名 (聖公会三教区青年

交流プロジェクト) 

 長坂中学校夏季職場体験 8 月 7 日、1 名受入れ 

 フィリピンの有機農業指導普及員 Arlene Sagayo 氏の視察受入れ 10 月

15 日～20 日 

 米国聖公会YASCボランティア Charlotte Fileさん受入れ 1月 8日～ 

(8) WYSE インターナショナルのキャンプを支援 

日本で初の開催となる国際リーダーシッププログラムを WYSE Japan と共

催、キープ清里キャンプ場での 10 月 26 日～11 月 7 日にわたるプログラム

に協力した。18 ケ国から 35 人が参加。開催費用の募金、査証申請、送迎、

プログラム・スタッフ等、協力した。 

 

 

 

 



 

 

2. キャンプ場運営 

 (1) 名称を「キープ清里キャンプ場」とし、10 名以下の家族連れ・小グループ

にも門戸を開き、利用の促進に努めた。79 組(延 3,582 人、123 日泊)が宿泊

利用した。また、日帰り型では、酪農事業部と協働しての食育プログラムも

実施した。 

  (2) 西の魔女が死んだロケセット 

   ロケセット一般公開 43 日間 

2014 年 GW をもって公開を終了することとなり、原作者、製作会社等への挨

拶とともに解体・撤去に関する準備作業を行った。 

 

3. 酪農事業部との協働 

(1) オーガニック畑プロジェクト 

将来的に、キープ清里キャンプ場等でのプログラムに結びつけることと、有

機農業のノウハウの蓄積、食材の調達等を目指して、農場地内の畑で試験栽

培を開始した。 

 

4. 地域協働 

  (1) 北杜市長期滞在型リトリートの杜事業コンソーシアム 

体験旅行商品の開発を目的にした地域の活動で、事務局業務に協力した。な

お、コンソーシアムは今年度をもって活動を終了し、北杜市観光協会に合併

して事業を承継することになった。 

  (2) 良い食品づくりの会(第 10 回良い食品博覧会) 

6 月 1 日（土）～2 日（日）清泉寮前広場、新館レストラン等、現地事務局を

つとめ、県・市・報道機関への後援申請・報告、保健所対応、会場設営等を

担当。なお、良い食品博覧会の清里での開催は今回をもって終了した。 

  (3) やまなし発酵マルシェ 

3 月 23 日（日）清泉寮前広場・本館ホール 

実行委員会に参画し、当日は、「発酵鍋」の調理・提供を担当した。 

  (4) 北杜市環境保全事業「北杜市民のための環境文化映画会」 

環境と食に関わるテーマの内外の上質なドキュメンタリー映画の鑑賞と体験

を提供、北杜市民の皆さんに環境文化に触れていただく機会を提供した。 

第 1 回 9 月 25 日 「ダート！」2 名 

第 2 回 3 月 8 日 「地球交響曲第七番」39 名 

第 3 回 3 月 15 日 「ある精肉店のはなし」35 名 

第 4 回 3 月 18 日 「第四の革命」21 名 計 97 名 

 



 

 

■ＦＤ (Fund Development) 

 

(1) フレンズ・オブ・キープ事務局 

清泉寮クラブ会員 2,000 名、維持会員 1,000 名を目標とし、広報部が制作し

た「キープだより」の寄付者等への DM 活動を展開したが、クラブ会員 199

名、維持会員は個人 176 名・法人会員 12 社と目標には遠く及ばない結果と

なった。 

(2) 国際交流事業（聖公会三教区青年交流プロジェクトおよび WYSE ILP）に対

する寄付金募集 

(3) 会員及び寄付者とのコミュニケーション活動 

① ホームページをリニューアルし、その更新等日常管理にあたった。また、

事務局デスクを 清泉寮本館案内所におき、来訪者・宿泊者の問い合わせ等

に対応した。 

② ホームページを活用して、フレンズ・オブ・キープに関する受容性調査を

実施した。 

(4) ポール・ラッシュ祭〜八ヶ岳カンティフェア〜事務局 

ポール・ラッシュ博士が八ヶ岳の麓・清里に青少年のための指導者養成訓練

キャンプ場・清泉寮を開設して 75 周年を迎え、実行委員会では、ポール・ラ

ッシュ博士の理想と精神を継承しての地域づくりを進めていこうと、75 周年

記念事業を下記のとおり実施した。特に、ケンタッキー州と北杜市の交流を

背景に、同地で 50 年以上続いている野外ミュージカル「スティーブン・フォ

スター・ストーリー」のメインキャストの招聘が実現し、75 周年記念祭に相

応しい内容とすることができた。さらに、かつて、ポール・ラッシュ博士が

地域に酪農を奨励し開催していた「共進会」を復活開催することができ、収

穫感謝祭として充実させることができた。 

来賓には、米国大使館、韓国総領事、中国大使館、ケンタッキー州政府代表

等を迎えることができ、毎年、ポール・ラッシュ祭に合わせて来日するマデ

ィソン郡代表団およびクラフト作家の参加を得て、例年に増して国際色豊か

な催しとなった。 

ただ、生憎、2 日目の日曜日は雨天となったため、参加者数は例年を下回る

結果となった。(好天の場合で延 50000 人規模であるが、日曜日が悪天候とな

ったため 2 日で延 25000 人程度と推定される) 

① 国際シンポジウム 6 月 30 日 

② 記念講演会 8 月 10 日 

③ ポール・ラッシュに学ぶ八ヶ岳フォーラム 10 月 10 日 

④ ケンタッキー州マディソン郡代表団歓迎交流会 



 

 

⑤ ポール・ラッシュ祭～八ヶ岳カンティフェア～2013 10 月 19 日～20 日 

ステージプログラム、ケンタッキークラフトフェア、やまなしクラフト

市、カンティフェア市場、共進会・八ヶ岳ホルスタインショウ、国際児

童絵画展ほか 

 

 

■ランドスケープ・プロジェクト 

 

 (1) 2012 年度 

① 清里高原道路シーニックデッキからの眺望改善のためアカマツ伐採に関

する事務事業 

② 山梨さくらの会献職受入れ 

 (2) 2013 年度 

① KEEP ランドスケープ・プロジェクト 基本ゾーニング計画 

② ニホンジカ対策計画 

 



 

 

公益Ⅴ．保育事業（清里聖ヨハネ保育園） 

 

キリスト教の精神に基づき、「一人ひとりを祝福する保育」を保育目標に掲げ、地域の資

源である豊かな自然環境を積極的に活かした保育活動を重点的に行った。また、キープ

協会の公益事業の中でも、地域社会とのつながりを深めるキーステーションとして、地域と

の交流事業にも積極的に取り組んだ。 

 

１．異年齢児保育の継続 

２０１３年度は、野外での活動の多くを、異年齢児保育として取り組んだ。

そのふりかえりを基に、２０１４年度は、異年齢児の活動と年齢別の活動の

それぞれの良さを組み合わせて保育を展開するものとする。 

２．キープ自然学校・キープ森のようちえんプロジェクトとの連携 

レンジャー経験のある職員が保育士として複数いるようになったため、保育

園職員のみで野外活動を行うことが常態化し、散歩等で森に出かけることが

日常的となりつつある。自然学校とは、フィールドの使用や整備での協働が

多く、また森のようちえん事業については、保育園職員が自然学校へ出向し

協働する形を取っている。 

３．環境教育プログラム・国際理解プログラム 

環境教育プログラム「森のじかん」を年間５２回、国際理解プログラム「平

和のじかん」を年間３回実施。 

４．安全・安心な給食提供と食育の実践 

毎日の給食時に給食担当から旬の食材の説明を実施し、保護者には実際の給

食をディスプレイして伝えることや、年に一度の誕生会の後に給食を一緒に

食べていただく活動を行った。園庭の一角に畑を作り、土作りや生長する過

程を観察し、収穫したものを調理して食べる活動を行った。月に一度、食材

の放射能検査を実施した。 

５．保育士の資質の向上 

チーム保育を進めるため、チームの目的意識を高め問題を共有するために、

園内研修を３回実施した。また、個々のスキルアップのために、外部研修へ

の積極的参加を勧めた。 

６．新園舎建設事業 

２０１５年４月の供用開始をめざして、建設委員会・ワーキンググループ会

議・保育者によるワークショップ、募金委員会会議を、月に一度以上開催し

た。また、建設を機にコミュニティセンターとしての役割を高めるべく、「ヨ

ハネっ子まつり」の復活、「小学生の森のじかん」の準備会議を開催した。 



 

 

収益Ⅰ．製販事業 

 

 

KEEP for the Future2013 にて提唱されている、MBF プロジェクト・教育機能

の強化・環境保全型運営の三点を念頭におき、またキープ協会の健全経営に資する

ための収益の確保を目標とした事業運営を行った。 

 

１．売上動向   （金額：千円） 

  2012年度 2013 年度 前年比  

 

売店 318,028 307,787 96.8% 

ソフト 160,474 155,711 97.0% 

飲食 60,104 57,844 96.2% 

その他 538 10 1.9% 

合計 539,144 521,351 96.7% 

 

4 月より 7 月まではほぼ前年並みの収入で推移した。8 月～10 月の最盛期に大

きく前年割れをし累計でも 5％減となった。これは大型台風の度々の襲来など天

候不順が影響したためである。11 月以降は安定し月次予算を踏襲していたが、再

度 2 月の大雪の影響により売上は悪化した。通年では前年比 96.7％、予算比 92％

となった。部門別では売店・ソフト・飲食とすべての項目が 3％強の減少となっ

ているため、観光客の入込数の減少が数字に表れている。 

 

２．新店舗出店 

 清里より 1 時間程度の圏内における情報発信と外販チャンネルの確保を兼ねて

ラザウォーク甲斐双葉店内に【清泉寮ソフトクリーム】をテナント出店した。販

売品目は、ソフトクリーム、ジャージー牛乳、ヨーグルト、ドリンク類。2,014

年 2 月 8 日よりオープンし、お客さまからの好評を得ている。 

 



 

 

３．通常業務 

継続的に実施した通常業務は以下の通り。 

●清泉寮ギフトショップ・清泉寮ジャージーハット・清泉寮パン工房・キー

プファームショップ・清泉寮セレクトショップの５店舗に、新たにラザウ

ォーク店を加えた、6 店舗を運営 

●ジャージー牛乳から 生クリーム・バター・ヨーグルトを自家製造 

●無添加ソーセージを自家製造 

●天然酵母によるこだわりのパンを自家製造 

●地元産および県内産の果実を使ったジャムを自家製造 

●ジャージー牛乳の消費促進および高付加価値化を図った商品展開およびメ

ニュー展開 

●顧客満足度を高める 接客・サービスの向上  

●各店舗コンセプトの明確化による 複数店舗利用促進 

●飲食部門に於いては 「人と地球の健康」をキーワードとした 食の安全と

環境への配慮を強く意識したメニューを展開 

●キープ農場産の牛肉を使用したメニューを展開 

●自家製乳製品を多用したメニューを展開 

●物産展および催事等への出張販売（別表参照） 

●ＷＥＢページの改良および更新 

●ギフト需要に対応した 自社通販および百貨店等の産直販売 

●ＰＯＳシステムと購買の一元化による徹底した仕入・在庫管理 

●ＡＣＫと連携した 海外製品の直輸入 

●各種インフォメーションの充実 

●各種媒体およびメディアを活用した広報宣伝 

●景観に配慮した各店舗周辺の環境整備 

●ガーデン管理および環境美化による 癒しの空間を提供 

●可能な限り外注に頼らず 自らの作業で経費を削減 

●各店舗間の横断的なシフトによる効率化で人件費を削減 

 

４. 出張販売 

場所 事業名 期日 

羽村     はむら花と水のまつり 4/20～4/21 

甲府    山交百貨店 山交パンフェスタ 5/22～5/27 

日本橋 三越本店 人気の味特集 7/3～7/9 

長坂 北杜ふるさとまつり 8/4 

豊橋  ほのくに百貨店 甲斐と信濃の国の物産展 8/29～9/3 



 

 

名古屋  丸栄百貨店 山梨の物産と観光展 9/5～9/10 

甲府  山梨大学 医学部 学会イベント 10/5 

川崎  日本食肉流通センター ちくさんフードフェア 10/12～10/13 

船橋  東武百貨店 にっぽんの味 10/24～10/30 

双葉  ラザウォーク ちくさんフードフェア 10/26～10/27 

新潟  新潟伊勢丹    ズームイン!!サタデー 全国うまいもの博 10/30～11/4 

羽村      羽村市産業祭 11/2～11/3 

藤沢  小田急百貨店 全国うまいものと有名駅弁大会 11/13～11/19 

甲府    山交百貨店 山交パンフェスタ 11/20～11/25 

銀座  松屋銀座 山梨・静岡物産展 1/16～1/20 

浜松    遠鉄百貨店 ズームイン!!サタデー 全国うまいもの博 3/19～3/25 

 

出張販売件数 ソフトクリーム売上 物販売上 合  計 

 16 件 9,699 千円 1,970 千円 11,669 千円 

前年 16 件 10,835 千円 3,093 千円 13,928 千円 

前年比 89.5％ 63.7％ 83.8％ 

 

 

 

 

 



 

 

収益Ⅱ. ホテル事業 

 

１．清泉寮の宿泊研修施設を利用して、一般の宿泊客などを受け入れた。また宿泊

だけではなく、立寄りでのレストランの利用も受け入れた。 

 

（１）食育をメインテーマに、安心できる食材を手作りにこだわって提供した。 

（２）クオリティを重視し、他の施設との競合を避け施設の特色を出した。 

（３）売店の商品を充実させた。手作り商品が好評で、売上増加に寄与した。 

 

 

 



 

 

広報部 

 

１．広報事業 

(1)キープ協会の活動を多くの人に知ってもらい、事業運営のための寄付を募るこ

とを目的に広報を行った。 

(2)キープ協会を知っている人には、キープのプログラム参加などの情報発信を、

キープ協会を知らない一般の人たちには、活動や利用促進を図るための情報提

供を行うことに留意した。 

(3)キープ協会内のコミュニケーションを充実させ、スタッフが情報を共有できる

よう努めた。 

 

２．情報発信 

(1)対外的には、キープ協会を訪れる人たちのマーケティング、リサーチ活動を実

施したほか、テレビ・雑誌等のメディア対応を行い、キープをＰＲした。 

(2)内部コミュニケーション 

①ＫＥＥＰ週報を発行し、各部からの情報を得てコミュニケーションを充実さ

せるよう努めた。 

②ポール・ラッシュ記念センター、清泉寮新館・本館レストラン、ジャ－ジー

ハット、八ヶ岳自然ふれあいセンター、やまねミュージアム、自然歩道を紹

介する「清泉寮エリアマップ」を配布し、宿泊客や日帰り観光客に対して、

新しい情報を提供してリピーターにつなげる努力をした。 

③Friends of KEEP 事務局と協力して、キープ協会の情報誌（キープだより）

を年間３回発行した。 

 

３．具体的な事業内容 

(1)簡易版キープ総合パンフレットの制作（カラー４ページ 2000 部） 

(2)キープ協会内の案内看板改修。製販部・施設部等の協力を得て内部制作 

(3)キープ協会情報誌（キープだより）の発行（年間３回 1000 部） 

(4)年間マーケティング調査、エコツーリズム、観光振興、各種プロモーションな

どに協力。 

 



 

 

キープ協会の環境への取り組みについて 

 

１．ＩＳＯ１４００１（環境マネジメントシステム）の認証継続 

(1)2005 年 12 月の認証取得以来、環境マニュアルに従って現場での運用を継続し

ており、環境に配慮した業務の実施・改善に取り組んでいる。 

(2)廃棄物のコンポスト化によるサイト内の循環型社会の確立を目指している。 

(3)施設のソーラーパネル・木質ペレットボイラの設置・農場のバイオトイレ・循

環型酪農実践による有機ＪＡＳ認証の取得・イベントにおけるエコステーショ

ンの設置など、環境に配慮した積極的な取り組みを行っている。 

 

２．環境教育事業の展開 

(1)環境教育事業部では、清里と那須を拠点に「教育」と「研究」を両輪とした環

境教育事業を展開している。 

(2)KFTF（KEEP for the Future・キープ新 5 か年中長期計画）の中で、キープ

協会はすべての事業において「環境」をテーマに、持続可能な社会の実現を目

指して事業活動を行っている。 

 

３．環境保全型運営 

(1)自然エネルギーの有効利用・ゾーニングに基づく敷地の適正管理・天然記念物

ヤマネの総合的な研究の推進・環境教育の推進など、キープ協会全体が環境保

全型運営のコミュニティを実践している。 



 

 

決 算 報 告 書 

 

 

平成 25年 4 月 1日から 

 

平成 26年 3 月 31 日まで 

 

 

 

 

 

 

 

商号  公益財団法人キープ協会 

 

北 杜 市 高 根 町 清 里 3545 
















